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『２０２２年度 総会・第 1 回研究会のお知らせ』（最終案内） 

 

  会員の皆様には益々ご健勝のことと存じます。 

  さて、ご案内のとおり、全国大学音楽教育学会 関東地区学会 総会・第 1回研究会を、下記のように開催

いたします。奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。 

  現在のところ対面による開催予定ですが、状況によって変更があるかもしれませんのでご承知下さい。 

 

記 

 

2022 年度テーマ これからの音楽教育の行方 〜ICT 活用の可能性を考える〜 

 

１ 日時     ２０２２年６月１１日（土） １３：００～１６：４５ 

 

 ２ 会場     ヤマハ株式会社(東京高輪)地下会議室 港区高輪 2-17-11 TEL:03-5488-6611 

(都営地下鉄浅草線 泉岳寺 A3 出口右へ徒歩１分) 

 

３ 日程     １２：３０～１３：００  受付 

１３：００～１３：３０   総会 

１３：４０～１５：１０  講演 松居辰則氏（早稲田大学人間科学学術院教授） 

          講演タイトル 

          「教育・学習における ICT 活用の可能性 ～人と技術の高度な共生をめざして～」 

          １５：１０〜１５：３０  質疑応答 
１５: ４５～１６: ４５  研究発表 

⑴「ピアノ初学者の個人練習支援の可能性～これまでのアプローチを総合して～」  

◎田中功一（放送大学）、小倉隆一郎（元 文教大学）、林 麻由美（東京福祉大学短期大学部）、 

鈴木 泰山（株式会社ピコボ）、辻 靖彦（放送大学） 

⑵ 保育者養成における子どもの歌の発声について～演習授業で用いる発声指導法を考える～ 

                         松田扶美子（有明教育芸術短期大学） 

総会開催のため、同封の出欠葉書の返信を 6/3 必着でお願いいたします。 

欠席される方は委任状に捺印の上ご投函ください。また、名簿記載に変更がある方もお知らせください。 

 

４ 研究会参加費  会員１０００円  一般参加１５００円   

 

５  情報交換会  １７: ００～１９:００ 会場：未定  会費：５０００円（税込）程度 

 

  ★役員会を 10:00 より行います。役員の先生方はご参集ください。 



 

 

【講演要旨】 

 

教育・学習における ICT 活用の可能性 ～人と技術の高度な共生をめざして～ 

松居辰則（早稲田大学人間科学学術院教授） 

 
ICT（Information Communication Technology）は私たちの生活の中の様々な面で利活用され，

ICT の進化とともに私たちの生活様式も変化し続けています．このことは，教育・学習の面におい

ても例外ではなく，ICT の利活用が教育・学習の量的・質的変化をもたらし，更なる変化が期待さ

れています．特に，Society5.0 と呼ばれる社会様態においては，教育・学習の内容や方法，そして

育成されるべき能力においてもこの社会様態に即したものが求められます．中でも AI（Artificial 
Intelligence）技術の実用化と教育・学習に関わる大規模なデータの扱いによる影響は大きいこと

が予想されます．そして，その影響は教育・学習に関わる全ての人たちにとって良いものでなけれ

ばなりません．本講演では，AI とは何か，AI は何ができるのか，という点に関して人間ならでは

の能力との対比で考え，教育・学習における AI 研究（AI in Education）の発展とその先にある

Society5.0 における教育・学習における人と技術のより良き共生の姿を議論します． 
 

 

 

【研究発表要旨】 

⑴ 「ピアノ初学者の個人練習支援の可能性～これまでのアプローチを総合して～」 

 ◎田中功一（放送大学） 

小倉隆一郎（元 文教大学） 

林 麻由美（東京福祉大学短期大学部） 

鈴木 泰山（株式会社ピコラボ） 

辻 靖彦（放送大学） 

 

発表者らは保育士・幼稚園教諭養成校のピアノ授業における初学者の学習支援方法を検討してきた。内容

は、①デジタル教材の活用：教員の模範演奏による視聴覚教材、②演奏分析：音の強さやテンポなど、学生

とその教員の演奏情報をグラフで比較する見える化（独自開発の VSPP）による演奏状況の把握、③ポート

フォリオ：①と②とデジタルノートを組み合わせた学習の記録を教員と共有、④個人練習の内容解明：教員

が把握しにくい個人練習の実時間、部分練習の内容、曲目の推定の把握、以上順次進めてきた。現在進行中

の④では、学習者の演奏データと楽譜情報のマッチングをヒートマップで示すものだが、色の濃淡から曲目

の推定、部分練習の箇所、及び演奏のおおまかな精度を把握する可能性がある。初学者の指導には時間を要

するため、①～④の方策によりピアノ技能が効率よく習得できれば、本来目指すべき音楽表現向上の指導に

時間を充てられる可能性がある。 
 

 

 

 

 



 

 

⑵ 保育者養成における子どもの歌の発声について ～演習授業で用いる発声指導法を考える～ 

    松田扶美子（有明教育芸術短期大学） 

 
保育者・教育者を目指す養成校の歌の授業の中で子どもの歌の発声法について悩む学生は多い。授業内ア 

ンケートでは約 8割の学生が悩みを抱えており、解消法が分からないということが明らかとなった。幼児の 
ための発声法と大人のための発声法は異なり、保育者養成教育において自分の声を知り幼児教育に使える 
歌い方に特化した指導法は確立されたものがない。 
歌の発声法は大まかに 3つ、地声・ミックスボイス・裏声に分けることができる。本学「音楽Ⅰ」授業内 

で子どもの歌・童謡の歌詞に地声・ミックスボイス・裏声と色を付けることで発声法を視覚的に捉え、声を 
出すことを行った。これらのことにより学生は発声がスムーズに行え、より表現豊かに無理のない歌い方を 
修得することができたと考えられる。今回の発表では、授業内でアンケートを実施し、発声法により歌詞を 
色分けする指導法の効果を検証した。 
 

 

 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

 

 

《お知らせ》 

★全国大会(倉敷大会)の案内が、学会 HP にアップされております。紙媒体によるお知らせはありません。

内容、参加要領、研究発表申し込みにつきましては HP でご確認いただき、各自ダウンロードしてお申し

込みください。 

全国大会日程：2022 年 8 月 26 日（金） オンライン（ZOOM）開催 

関東地区は会員数も多く、メール添付での資料配信が難しい現状にあります。 

何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

会長 二宮紀子 

 

★各地区の研究会情報等、HP でご確認ください。  http://nacome.com/ 


